
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 ： 上山市立宮川中学校 

単元名 ：  Unit 6 「A Speech about My Brother 兄の卓也の紹介スピーチ」（第１学年） 

   

 

                                    

 

 
 

〇授業の中で大切にしたいこと・・・ 
まずは、活動に取り組ませてみる（体感させる）こと、そして、活動中の児童生徒の学びの実態を

しっかりと把握しながら、適切な指導や支援をすることが、豊かな表現力の育成につながります。活

動に取り組ませた後に、気付きを促すような中間指導を確実に行うことが大切です。 

（ 活動→中間指導→活動の意識 ） 

村山教育事務所だより 

「E-NEWSむらやま」で検索または 右記二次元コードから。バックナンバーも見ることができます。 
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第２５０号 

発行日：令和４年１２月２０日 

 

 

授業の広場  

 
～外国語の授業の充実に向けた実践紹介～ 

ポイント 中間指導 
活動後に、一場面を取り上げ、「何を伝えればよいだろ

う？」「何を聞き取れば（読み取れば）よいだろう？」など
と生徒に投げかけ、考えさせましょう。気付きを促す、引
き出す指導は、生徒が思考・判断・表現することにつなが
ります。 

・１回目の活動と２回目の活動の間に中間指導を行いまし 

た。生徒の「どう言えばいいの？」という声を拾い、既 

習事項と関連付けながら、全体で確認・共有をしました。 

「What 〇〇 do you 〜? を使えば言いたいことが言え 

そう」、「いろんなことが聞けそう」などとつぶやきなが 

ら、２回目の活動に取組む生徒の姿が見られました。 

 

令和４年度 読育推進ネットワーク整備事業  第１回村山地区読育推進連携講座 

１１月２７日（日）、山形県立図書館こどもエリアを会場に開催しました。東北文教大学の

皆さんによる季節の絵本の読み聞かせや手遊び歌をとおして、親子で絵本に触れ、笑顔あふ

れる楽しい時間が流れました。 

楽しい手遊び歌で心もあたたまり

絵本の世界へレッツゴー！ 

県立図書館の中庭のどんぐりや松ぼっくり、木の実を

思い思いに組み合わせて素敵な作品を作りました。 

選んだ秋や冬の絵本で動物

や植物を見つけながらビン

ゴを目指せ！ 

・親子で楽しめるとても良い講座でした。また参加したいです。 

・絵本を楽しむしかけがいっぱいありました。秋の木の実や葉っぱなどの素材があり、ものづくりに

も夢中になれました。 

・ビンゴや読み聞かせ、工作もとても楽しく参加できました。こうした機会が子供が本に関心をもつ

きっかけになるのだと思います。 

★今後、第２回村山地区読育推進連携講座も開催予定です。お気軽に御参加ください。 

【参加者の声】 

改めて「なぜ〇〇なのか？」ということを考えてみませんか 
        
 

村山教育事務所総務課 管理主幹 佐竹 康弘 
  

  

今年４月20日発行の『E－NEWSむらやま』第242号に、私たち総務課管理担当のメッセージとし

て、「人的な環境づくりを通して、学校の活性化に努めていきます。『信用失墜行為の絶無』に一丸

となって取り組んでいきましょう。」と掲載いたしました。 

 そして様々な機会に、特に２つのことをお願いしてきました。 

１つは、働き方改革の推進についてです。 

 今年度は「山形県公立学校における働き方改革」第１期の最終年度です。この第１期の具体的目

標が「令和4年度末までに複数月平均の超過勤務時間80時間を超える教員数0人を目指す」です。

今後も「結果を出す一年に」という意識で取り組んでいきましょう。 

もう１つは、若手教員の育成についてです。 

 昨年度、山形県教育委員会が作成した『若手教員育成ガイドブック』では、若手教員を採用から

１～３年目の方々としています。近年、大量退職に伴う大量採用により新規採用者の配置が続き、

若手教員が増加しており、若手教員の育成が大きな課題となっています。このガイドブックのタイ

トルにもなっているように、今後も「若手教員とともに育つ」という姿勢で取り組んでいきましょ

う。 

この一年、各学校の実態に応じて様々な取組がなされておりますが、実際には、なかなか目に見

える結果が出ないという現状もあるかもしれません。 

 そのような時には、改めて「なぜ、働き方改革なのか？」や「なぜ、若手教員の育成なのか？」

という、そもそもの問いについて考えてはどうでしょうか。 

 教育研究家の妹尾昌俊氏は、「Why働き方改革？」という問いに、「①教職員の健康のため ②よ

りよい教育のため ③人材獲得のため」という３つの理由を強調しています。（教育開発研究所『教

職研修』（2021年10月号）） 

 また前述の『若手教員育成ガイドブック』では、「若手教員の育成を推進していくことにより、こ

れからの社会環境の変化に合わせた成長しあえる組織作りにつなげることができる」と捉えていま

す。 

 いずれにしても、なぜ働き方改革の推進や若手教員の育成が必要なのかということを、みんなで

知恵を出し合い考えながら進めていくことが大切なのではないでしょうか。 

 そして解決の見通しがもてない難しい場面でこそ、タフなユーモアというか、たくましい楽観主

義をもち続けていきたいものです。このことは、私自身に最も必要なことだと思っています。 

 その例として、東北連合読売会『みちのくこまっち第13号』（2022年７月20日）では、以下の

ような90歳近い方との問答が紹介されています。      

「長生きの秘訣はなんですか？」と尋ねたところ、「そりゃあ決まっている。息をするのを忘れな

いことだ。」と平然と宣
のたま

われてしまったそうです。 

※最大限の感染症予防対策を講じた上で、実施しております。 


